
【抜粋】 

 

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律 

（鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の許可） 

 

第九条 学術研究の目的、鳥獣の保護又は管理の目的その他環境省令で定める目的

で鳥獣の捕獲等又は鳥類の卵の採取等をしようとする者は、次に掲げる場合にあっ

ては環境大臣の、それ以外の場合にあっては都道府県知事の許可を受けなければ

ならない。 

12 第一項の許可を受けた者又は従事者は、捕獲等をするときは、その使用する猟具

（環境省令で定めるものに限る。）ごとに、見やすい場所に、住所及び氏名又は名称

その他環境省令で定める事項を表示しなければならない。 

 

 

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律施行規則 

（捕獲等又は採取等の許可の申請等） 

 

第七条 （略）  

16 法第九条第十二項の環境省令で定める猟具は、網、わな及びつりばり又はとりもち

を使用した猟具とする。 

17 法第九条第十二項の環境省令で定める事項は、許可証に記載された環境大臣又

は都道府県知事名、許可の有効期間、許可証の番号及び捕獲等をしようとする鳥獣

又は採取等をしようとする鳥類の卵の種類とする。 

18 前項の事項は、金属製又はプラスチック製の標識に、一字の大きさが縦一・〇セン

チメートル以上、横一・〇センチメートル以上の文字で記載しなければならない。 


